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@咽人i関する情報

⑤注入穆の司匹寮i関する情暢

⑥公共の友金と歓円r-Q).'~I:支障性ずる刊
〈電波司等との愉"関係金繍なう情報

(6;"自慢会事の念撮』関寸る情報

(j;.t思形成に支隊問じる刊

、川崎正かっ阿川町四する刊

〈開示字削〉 行 政 措 の 関 臥 附 汁 が コ ピーが

必要なときゃ民進を希望するときは それ.札業慢，い

ただきます.

〈醐闘〉 開 不軒制した人が刊が開品川

かったことなどI:~;~，，'Jちるときにl主 購 醐i対し

て不思申立て何き H.この場制‘醐I岬柏

会坤の「附公開刷会」暗鬼を薦、 iて開問るカ

どう治侮償."行うこととなってもます.

，.，い曾わ包〉 市 H;~文..へ.

制山 内旬I' 

平成， ，れ2月般 会 ? 刊 公 開 欄 叫 創 れ ました.

泊行"今年"，日からです.今嗣"制度の「あらましJ
Kついで}紹介"ます.

〈情穏公伺倒宣〉 市民のみなさんが聞もを縛ち ともに

.加?怠る民主的でより闘かれた市政金実現するえめに

は了間~ついでのより J市川線刊〈畑tきれるこ

l: ~'iI:'Wです. ニめよう会こ"ら市の管喝している情

. . 問 、 刊に酬山'fcf.治相への酬明

制を海めるこ"同5すの時.公開制度です.

〈実施網開"怖の側関のうち 市伎のほか*;o:..管理

. 目前働長靴育委員会量挙管理委興会公司F委伺

会日朝闘相 会 副 定 師 同H 制削

情・公輔の.‘.閥，な句，す.

〈鏑ミR・"炉開"住所のある人

②市有め.業所や学佼6遜鋤退学している人

@洩鐘機閣が符つ・機事震t利害関係のある人

，."鏑鰻〉 対象 U~~情鰻ほ ニの余例の値千γ釘"
月間)以後に輔酬の酬が醐上作成C.1た"

酬 した怖で時晴'0手創刊え 蛸醐

カ普理しているものです.

なお範"旬舗のものiついても可能'"旬開小に..，す.

〈不開示情句〉 市の情緒は開下が原則ですが ゆには開

示すること 6よって・人のプ，イパンーが優容された

句 公正な市政運曾が奮し〈妨げられるものもあ"ます

ので 次のようなものは開訴することができまぜん.

〈陣刊で開札ないことときれでいる剛
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2
月
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日
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の
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国民年盆保験料が
4月分から窓わります

平成'"牢世田町牢金融険料{単位円)

強別 刻己 領 骨骨 加 定割+附加

H • 1].300 '"。 1 3 7 0 0 

年 醐 159，600 4咽"" 164.400 

割引割 L 8 ~ 0 ， " 3 . 9 7 0 

前納銅 1~~.7~0 4. 680 160.430 

蘭年度(玉fJf.IO年.，町納付過釦害は、'"上旬ご司

追付します，

41130日までに'"骨量 括嗣付すzと割引4こなる前

情嗣贋と支払い円干聞が書ける口座顕替制度，型施ιて

いますので特用 Lて〈だきい.ただL、口座による前納
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園三一一一=・ する4配、ーとの..入，:1';"-'1ι相撮して〈

12Sぃ.

惨目 印刷併前岬-:1:'牛 H

こる一時"'"，- ・珊 帽 nLの
人 ・軌跡 闘で市復 帰 値酬闘

~ 
- ..1:'_5…喜一

..予定日 ，..微温J，骨盤と奮いで2

刈刑判柏崎削醐へか崎

金"繍遍.. 輔俗世哨センター

..，除隊舎が鳥"で聞き童す."…2月四岬徳川一3附 H
日一 県問 看 ド "，・H 二νター {制

市) 即貧困…町叩問

金e乃花割反，ん 旭国き1.1074‘.， 

2-85021、

穀

豊

化身障書.をI.j1.1市・..師会と..

桝Ilitt1::i!1のU で帆'H ・ I::~ ' "

J 11 8 AJl"".9Q-iE'f' ~ I::こるーみ
ど句の家.縄..岡野{左il:IiT目総合判E益

" " ，一附 同 し帥 211lOAJ"t' 
1:1UH'.t;役所時金調r、

E-…一
来司、目IHH.f・
.地"が相餓I:!i;じ打

。 L酢醐H 入れ歯~ 1:' j;1JO個

E:: " -.' --，. 
制"同金で帆〈過ごli'O..-
同. 同U~' 7 ' 811で酬と Lて4

酎 B虜できる蝿恥人 ・eし帥 往

復ω合'dl:ft"'i民a九年前電話.号

正
し
く
使
お
う

.野• 

み
ん
芯
の
た
め
に
」

'‘ '‘ " • 
2ノ"， 

L 竺 竺竺里哩膨 圃
酬の早期制金aめざす市内帥酎j;"'~ft，.摘しH

繍緯 " 息検する綱気でまだ定金I: I:I~<"'.，でいS ぜん。自分

のため また みんなのためt隼1:-Irの検.は必ず坐けSしょう.

，νトグシ車が温闘Lますの守重機必鍾し"ゴ急い

・対象 l‘a以jヒの市民町中学生 直後生 .，展開時で.. ・した人

岬摘。"盆"俸制です 惨酢 齢 jt_.-i官時 .. 襲、

l/" • 
2 fj 11日市Eマラソンで交通訳草創業A町lζ止つIJiO骨つごレディ教室

市民マラ ソ ン大会~4-lf- も '" '聞の「闘記念の"
i捌きますa コース(鴻ノ地陸上鰻筏渇スタート なら

吋油開惜し)と仕る蹄叫'r.1!i9時か0，11>>

の開 .両遁針終止と なります@ならやま人泊 りの通行

酬区間U一郎片欄2酬 の交互断となり け @輔
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市制100周年記念事業住}f器削
イベントスケジュール

...・アイデアイベント
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